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報告

日本の高級ホテル飲食施設案内文に見 られ る特徴

森 田 衛*

日本 人の海外渡航 者 の増加 を背 景 に、海 外 のホテル では 日本語 サー ビス が広ま りつつ ある。 そ こで、海 外 の

ホテル で業務 上 日本語 を使 用す る人 々に資す る ことを 目的 に、 日本 を代表す る100ホ テルの飲食 施設案 内文 か

らなる 自作 コーパ ス を作成 して調 査 と分析 を行 った。分析 には形 態素解 析 システ ム 「茶笙」 を用 い、 コ ロケー

シ ョンについて も、検索機 能等 を使 い適 宜検討 を加 えた。 その結果 、文 末が名詞 で終 結す る名詞 終結 文 の比率

が高い こ と、頻 出す る表 現の存在 、類 義語 の使用 実態 な どが明 らかにな った。
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1.研 究の背景 と目的

観光 日本語とは、海外のホテル ・旅行会社 ・免税店

等での観光関連業務に従事する際に必要となる日本語

全般を指す用語であり、 ビジネス日本語の一部 として

位置づけられる。近年、 日本人の海外旅行者数の増加

を背景に、海外の 日本語教育機関において も履修科 目

の一つに観光 日本語が加えられるところも出てきてい

る1)。 ところが、観光 日本語教育に対する取 り組みの

必要性 を認めつつも、 日本国内で需要がないことを理

由に、本格的な研究の立ち遅れた領域のひ とつになっ

ていることが指摘されている2)。

ひ とくちに観光 日本語 といっても、学習者の従事す

る業務内容によって必要 とされる文型や語彙は異なる

が、本稿では高級ホテルの飲食施設案内文に焦点を当

て、語彙調査を行 うことにした。その理由は、日本人

観光客の多 く訪れる海外ホテルのホームページには、

すでに 日本語版のページが用意 されは じめており、研

究に一定のニーズが存在すると推察されるか らである。

もちろん、ホームページ上に案内文として提示する以

上、ただ施設の情報を示すだけでは不十分であり、お

客様をその施設 に行きたい と思わせ るような魅力的な

表現が要求される。 ところが、海外ホテルのホームペ

ージ上には魅力的とは言い難い表現が少なか らず見受

けられる。

A山 の開けた全景 と穏やかな斐翠色の海の美 しい

展望はもちろんB市 内のあちこちの夜景を鑑賞

するのにすごい場所。(東 アジア地域ホテル)

日本語母語話者であれば、「あちこち」「す ごい」 と

いった語の選択が適切でないことはす ぐに判断できる

ところだが、学習者にとっては必ず しもそ うではない

ことが この海外ホテルの例から伺 える。

2.調 査方法及び分析方法

日本では防火設備の設置の有無等を除いて、公的機

関によるホテルの格付けが存在 しない。そのため、本

稿ではホテル関係者 の間で定評のある雑誌 『目経 トレ

ンディ』(目 経ホーム出版社発行)2003年11,月 号の

特集 「日本のホテルランキング100」 に掲載 された全

ホテルを調査対象にした。2005年12,月29日 から31

日にかけて、ホテルホームページ内の レス トラン ・バ

ーを紹介す るページから全ての飲食施設の紹介文を採

集 し、それを任意に振 り分けジャンル別に分類 して、

本調査用にコーパスを作成 した。なお調査時に、改装

中のホテル と案内文表示のないホテルが一つずつあり、

それ らは調査対象か ら除外 した。

形態素の抽出及びその解析には、奈良先端科学技術

大学院大学 自然言語処理学講座によって開発 された形

態素解析システム 「茶篁」を用いた。 「茶篁」を用い

た形態素調査の先行研究には、学習者の言語習得3)や

工学系修士論文の 口頭発表を扱った林の研究4)が すで

にあるが、本研究では主に林の研究手法を踏襲して、

調査対象の実態 に迫ることを目指 した。その際、文末

に使用 され る語に着 目し、コロケーション(一 般的な
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文法規則によって共起す る慣用的な結びつき)に つい

ても検討 した。なお、語彙の計量に関する用語につい

ては 「茶笙」及び伊藤5)に 従った。

3.調 査結果 と考察

本調査によって得 られた高頻度の形態素とその延

べ語数を分析の拠 りどころとした。未知語については、

次に報告す る文末の形態素調査において名詞(一 般)

として算入 した。店名や料理名の多くが未知語 として

解析 されていた。

3.1特 徴的な文末表現

資料1に 挙げたとおり、各施設の案内文は概 して簡

潔にまとめられている。表1は 、文末に現れる形態素

の延べ数を示 している。文末が 「 」や … といっ

た記号の場合、その直前の形態素を文末 として判断 し

た。本調査においても、一般的な目本語の文体 といわ

れ る助動詞で終結する文が最 も高い比率を示 している

が、次いで末尾が名詞で終結する文の比率が28.2%と

非常に高い比率になっている。 これは名詞+助 動詞の

名詞述語文ではなく、名詞で文が終結する文を指 して

いる。 「ホテルならではの高級感 と窓に広がるA湾 の

眺め。」 といった文で、ここでは便宜上、 「名詞終結

文」 としておく。名詞終結文の多 さは、他の専門 日本

語の文体 と大きく異なる特徴である。

・名詞終結文の延べ語数420の うち79(18.8%)が 名

詞―サ変接続をとるものであった。名詞終結文の比率

資料 1 飲食施設の内訳(文例数/施設数)

表1文 末 に現 れた品詞別延べ語数(N=1492)

が高い理 由 と して は、案 内文に簡潔 さが求 め られ るな

かで、読み手の印象 に残 る表 現 を追及 した結 果 と考 え

られ る。動詞 の延べ語数247の うち 自立語 の延べ語数

は15(6.1%)の みで、残 りは非 自立語 であ った。また、

非 自立語 の延 べ語数232の うち227(97.8%)が 「お/

ご～ くだ さい」の形 で あった。 ここで、 コロケーシ ョ

ンを探 るべ く 「お/ご ～ くだ さい」の中に入 る動詞 を調

べた ところ、 「利 用、楽 しみ、賞味、召 し上 が る、堪

能、満喫 、問い合わせ 、 くつ ろぐ、活用」 とい う限 ら

れ た組 み合わせ しか使用 されてい ない こ とがわか った。

3.2限 定される接続形式

各文の接続形式についてま とめたのが表2で ある。

接続詞の延べ語数が少ないのは、やは り文の簡潔 さに

起因 していると見るべきだが、本調査で扱 う広告文に

おいては、接続詞が意図す る論理性 よりも、文全体が

醸 し出す雰囲気など感性的な表現が重視 され ると見る

ことができる。広告文の構成要件としては、次の5点

が挙げられている6)。

(1)注 意を引く(2)関 心をもたせる(3)欲 求

表2頻 度数の高い形態素(1)



を持たせる(4)信 用させる(5)行 動をとらせ る

その他にも、 「ある程度、言葉の技巧を工夫する必要

がある」6)こ とな どが指摘 されている。本調査では、

論文等で多用 される逆接、言い換え、例示を示す代表

的な接続詞 「しかし、つま り、例えば」は皆無であっ

たが、これが広告文全般にわたる現象であるかどうか

は現段階では何 ともいえない。逆接の少なさは、形態

素の用法にも現れている。例えば、接続助詞の 「なが

ら」の場合、延べ語数85の うち75(88.2%)が 同時

進行を示す用法であ り、逆接 を示す用法は7(8.2%)

に留まった。様態を示す用法は3(3.5%)で あった。

また、接続助詞 「て」の多さから、一般に中止形が多

用 されやすい論文 とは異なる文体が多用 されている

こともわかる。一方、格助詞 一連語で最 も多く、名詞

に後接する 「とともに/共 に」についていえば、同様

の場面で使用 されるより口語的な 「といっしょに」の

使用は確認 されなかった。これは、飲食施設案内文の

文体が、一様に読み手に伝わりやすい平易な表現を志

向 しつつも、ある程度書き言葉 としての体裁 も維持 し

ていることを示すためと考えられ る。

3.3代 名詞 「あなた」の使用状況

次に、表2の 代名詞の項では、論文等では通常使用

されない 「あなた」が解析 されている。これは、 「あ

なたのとっておきの時間を格調高く演出するAバ ー。」

のように特別なムー ドを演出 したい場面で使用 されて

いる。使用が確認 されたのは、バーが3例 、フランス

料理 とラウンジがそれぞれ1例 ずつであった。

代名詞のところで指示詞に 「こ系」を選択す る割合

が高いのは、説明 してい る施設に読み手の目を引き付

けるためであると思われ る。

3.4ホ テル側の戦略が伺える接辞の用法

表3を 見ると、丁寧 さを示す 「お/ご 」が多 く解析 さ

れている。 「お/ご 」だけで実に接頭詞の90.4%を 占め

てお り、案内文製作者が読み手を高 く待遇す るよう意

識が働いていることがわかる。

接頭詞 「生」の用法は、すべてピアノなど楽器の 「生

演奏」に限定されていた。接頭詞 「新」は、 「新感覚、

新スタイル、新世代、新チャイニーズ」などの用例が

あった。また、・名詞―接尾の種類 も豊富だが、その用

法も特徴的であった。接尾詞 「感」は36例 解析 され

表3頻 度数の高い形態素(2)

た が、そ の うち 「開放(15)、 季節(11)、 高級(4)」

の上位 三つの形態素 だけで接 尾詞 「感」 の83,3%を 占

めてい た。 接辞 の用法 か ら、高級.本 物 を志 向 し、 時

代 に合 わせ た変化 を追求 す るホテル側 の姿 勢 が読み 取

れ るが、それが接尾詞 の用法に見 られ る よ うに ごく限

られ た語彙 を軸 に展 開 されてい る点 が注 目され る。

3.5多 彩な修飾 語

表4左 側 では 、修 飾語 と して用 い られ るこ との多い

形態素 を取 り上 げた。解 析 された形態 素を順 に追 って

い くと、ホテル の飲食施 設が志 向す るイ メー ジが漠 然

と把握 で きるよ うに思 える。 ここでは、頻 度数 の多い

「ゆ った り」 と 「ゆっ く り」 につ いて取 り上 げ、そ の

コロケー シ ョンについて検討す る。 ともに人 の気持 ち

や 物な どにゆ と りがあ る様子 を表現す る語 であ るが、

「ゆった り」 には、 「流れ る時 間/と した空 間/と 落

ち着いた雰囲気 」とい った時空 閲 に後接す る用法 が56

例中25例(44.6%)を 数 え、 「とご堪能 くだ さい/

とお過 ご しい ただ け ます/と お くつ ろ ぎい ただ け ま

す」等直後 に動詞 が後接す る用法 が10例(17.9%)

を数 えた。 「英 国式ア フタヌー ンテ ィー な どをゆった

りとお召 し上が りいた だけます。 」の用例 は、 「ゆっ

くり」 との置 き換 えは可能 であ るが、 「ゆ った りと し

た店 内で な ごや かなひ とときをお過 ご しくだ さい。 」

とい う用例 の場 合、代 わ りに 「ゆ っ くり」 を使 うこと

はで きない。 これ は、 空間にゆ と りが ある様 子 を表 す
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のに 「ゆ っく り」 を用い るこ とができないか らで ある

が、 目本語 非母語話者 に とってこのよ うな使 い分 けは

容易 ではないので、 コロケー シ ョン情報 とともに実践

的な用 法の指導が求 め られ る。一方 、 「ゆっ くり」 に

ついては、23例 中7例(30.4%)が 「旬の味覚 をごゆ

っく りお楽 しみ くだ さい。」 の よ うに接頭詞 「ご」 と

共起 した用法で あ り、当然 の ことなが ら 「ゆった り」

には接 頭詞 と共起 した用法 は見当た らなか った。

「おい しい/美 味 しい」の表記 を めぐって は、 「お

い しい」が13(56.5%)で 「美味 しい」が10(43.5%)

で あった。23例 中13例(56.5%)が 「おい しさの結

晶」の よ うに名詞化 した用法 であ った。また、8例

(34.8%)が 「おい しいデ ザー ト」の よ うな直接名詞

を修飾す る用法 、残 り2例(8.7%)が 「おい しくヘル

シー なサ ラダ」 のよ うに修飾語が連な って名詞 を修飾

す る用法 であった。 なお 「おい しいです。」 のよ うな

形容詞述語文 は、本調査 において1例 も確認 できなか

った。さ らに、延べ語数6の 「軽 い」につ いては、 「軽

いお食事 」が4例 、 「軽 めのお食事」 と 「軽 いお飲 み

物」が各1例 ず つで あった が、 こ うした用法 も一般 日

本語教 育の文例 ではな じみが薄いが、観光 日本語 にお

いては特徴 的な用法 で ある とい える。

3.6類 義語 の使 い分 け

引き続 き、表4を もとに類義語 の使い分 けについて

検討 したい。料理 の説明 に欠かせ ない 「素材 」 と 「食

材」 は、それぞれ延 べ語数86、54と 多 く解析 されて

いるが、 「材料 」はわずか1に とどまった。 これ らの

使 い分 けは、辞 書 を引いただ けで は判然 とせ ず、意味

として も大きな違いが認 め られ ない が、本調 査 による

と、寿 司店において は、 「江 戸前 の新鮮 な素材 と旬の

味覚 を熟練 の技で仕 上 げます。 」 な ど 「素材」 が12

例 であ ったのに対 し、 「食材 」を使 用 した文 は1例 も

見当た らなかった。洋食系や 中国料理 店な ど他のジ ャ

ンルの店において も 「素材 」と共起す るのは、 「旬の、

新鮮 な、四季折々の、厳選(し た)」 な ど加 工す る以

前 の状態 を表す タイ プの語 が圧倒 的であ る。つま り「素

材 」は、調理す る以前 の状態 である と同時 に、複雑 な

加 工を施す ことな く調理す る対象 を表 す語 と して適 し

ているため、寿司店 な どで珍重 され てい る と考 え られ

る。一方 「食材 」 と共起す るのは、 「山海 の珍味や最

高級の食材を取 り入れた一品料理から宴会料理まで多

彩なメニューをご用意。」の文例に見られるような「(地

名)の 、最高級の、こだわりの、選 りす ぐりの、多彩

な」など、対象が持つ希少性などを意識 した語であっ

た。ただし、双方の語が必ず しも明確 に区別 されてい

るわけでもなく、ステーキ店や鉄板焼店では、語の選

択が任意に行われている例 も見られた。 「最高の食材

が最高の料理 となる瞬間を 目の前でお楽 しみ くだ さ

い。」 「ダイナ ミックな料理のパフォーマ ンス と最高

の素材が生み出す豊潤なおい しさをゆった りとご堪能

ください。」とい う文では、それぞれ互換可能である

と思われる。

形容動詞語幹、名詞についてはカタカナ語の比率が

高いことが指摘できる。また動詞 を見ると、 「いただ

ける」が動詞全体の10.2%に 達 しており、ほとん どが

「お客様の 目的に合わせて存分にお楽 しみいただけま

す。」のように文末に使用されている。文の好みはさ

ておき、 「いただけます」の多用 も案内文に見 られ る

特徴のひとつである。

4.ま とめ

さて、冒頭で取 り上げた海外ホテルの案内文に戻る

と、本報告のために作成 したコーパスでは 「空間」の

延べ語数が93で あったのに対 し 「場所」は1で あっ

た。また、「空間」の使用例が名詞終結文に多い ことが

認 められることから、ここでは 「場所」に換えて 「空

間」を使用 した方が無難であることがわかる。 このよ

うに、コーパスを使用すれば、他の海外ホテルの案内

文について もある程度の改善が可能であると思われる

が、現実には自作 コーパスの公開にあたっては、著作

権の問題が横たわっていることから、現時点では慎重

な取 り扱いを要す る7)。

まとめとして、本報告から得 られたデータを観光 目

本語シラバスに取 り込む際、留意 した方が良いと思わ

れる点について、ビジネス日本語教育の観点を踏まえ

以下のように提言 したい。

提言1:観 光 日本語においては、初級段階か ら必要

に応 じ接辞 をつけた形で新 出語 を導入す る。

(おもてな し、お飲み物、お好み等)

提言2:頻 度の高い敬意表現 については、文型積み



上げの順序に捉われず、初級段階から積極

的に導入する。(ご 堪能 ください、ご堪能

いただけます等)

提言3:新 出語を導入する際、コロケーシ ョン情報

やその新出語が持つ特徴的な用法につい

ても初級から可能な限り提示する。

観光 日本語においては、その業務の性格上、話 し手

や書き手 といったサー ビスの担い手が、聞き手や読み

手 といったサービスの受け手を高く待遇するとい う配

慮が求められる。 しかし、一方で基本的に両者の関係

は固定されてお り、場面に応 じ適切な役回 りや待遇表

現が求められる一般的なビジネス 目本語に比べ、教授

項 目が特化できる可能性がある。また、多忙な業務を

抱える海外ホテルに勤務するスタッフは、 目本語学習

に割 くだけの十分な時間的余裕 もないことか ら、従来

の文型積み上げを中心とした初級シラバス とは異なる

実践的なアプローチによる観光 日本語シラバスを構築

す る必要があると思われ る。

最後に、案内文の改善にあたっては、本報告で取 り

上げた飲食施設のイメージを高める語をどのように見

分けるかといった方略の指導をは じめ、書体、文字の

大きさ、写真 と文字 との配置などWEBデ ザイン全体に

関わる問題についても注意を払 う必要がある。この点

については、紙面が尽 きたので別途取 り上げることに

したい。
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"Typical expressions n vocabulary used in advertisements

for restaurants/ bars of t top 100 hotels in Japan"

                MORITA Mamoru* 
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 As the number of Japanese tourists traveling overseas has increased, the number of services offered in 

Japanese to cater for them has also widened. For the benefit of Japanese- speaking staff working in overseas 

hotels, a study of the expressions used in Japanese advertisements has been carried out by examining the 

homepages of the top 100 hotels in Japan. The morphological- analysis system "CHASEN" was used to search 

and analyze the expressions. In particular, the appropriateness of the most frequent collocations was 

scrutinized. The results reveal that the proportion of sentences ending with nouns was relatively high, and 

that certain key expressions were repeated frequently in the advertisements. In addition, the degree to which 

similar words were used was also examined. 

 Keywords: tourism Japanese, restaurants and bars of hotels, sentences ending with nouns, similar words, 

          corpus, collocation,


